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◆ 地区の学校：小友小学校、三和小学校、新和小学校、新和中学校 

 

 

＜児童生徒数の推計＞                 平成 27年 5月 1日現在（推計含む） 

  

 

 

◆ 新和中学校区の検討課題と対応案                               

 

【短期】  中学校における教員の免許教科外の指導の解消及び合同授業の実施について 
 

新和中学校では、県の小・中学校教職員配置基準により、配置される教員数が少なく、教員

は免許教科以外の教科の指導も行っています。教員数の増員は難しい状況にありますが、他校

の教員が巡回することなどにより、生徒は専門教科の免許を持った教員による指導を受けるこ

とが可能となります。 

このため、短期では、他校の教員による巡回指導やテレビ会議システムを活用した他校との

合同学習について検討する必要があると考えます。 

 

 

【短期】  小友小学校、三和小学校、新和小学校の３校の統合について 
 

三和小学校、小友小学校は現在複式学級を編制し、さらに複式学級が増えていく見込みです。

また、新和小学校も今後複式学級を編制する見込みです。 

3小学校は、同じ新和中学校区の小学校として、これまで地域との連携を大切にしながら様々

な小中連携の推進事業に取り組んできました。小規模校のよさはありますが、学校教育におい

ては、子どもたちが集団の中で多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨すること

を通じて一人一人の資質や能力を伸ばしていくことがより重要と考えます。 

このため、将来を見据え集団の中で学ぶ教育環境を確保するために、小友小学校、三和小学

校、新和小学校の 3校の統合について検討を開始する必要があると考えます。 
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【長期】  中学校区再編の必要性の検討について 
 

新和中学校は、現在、１学年１学級の計３学級で、今後生徒数は緩やかに減少する見込みで

す。また、配置される教員数が少ないため、一部の教員は免許教科以外の教科の指導も行って

います。 

生徒が専門教科の免許を持った教員による指導を受けることができ、また集団の中で学ぶ教

育環境を確保するために、短期及び中期において前述の取組を考えていますが、長期では、こ

れらの取組を検証しながら、今後の生徒数や地域の事情などを踏まえ、中学校区の再編につい

て検討していく必要があると考えます。 
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＜小・中学校の区域＞ 

学校名 区域（大字名） 

小友小学校 小友 

三和小学校 三和、笹舘 

新和小学校 青女子、種市 

新和中学校 小友小学校、三和小学校、新和小学校の学区と同じ 

 
 

＜学区外通学が認められている住所＞ 

な し 


